










要約:日本母性保護医協会(日母と略す)では、1972 年より全国約 270 病院の協力を得て、

外表奇形等モニタリングを実施してきた。今回は 1989 年迄の 18年間の調査結果の分析と

最近盛んになった胎児診断のモニタリングに及ぼす影響ならびに 1989 年より新たに加え

た各症例の疫学的因子の分析結果を報告する。 


